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2-3.輸出入価格 

鉄の輸出入価格を表2-9、図2-15、図2-16に示す。2013年の鉄鉱石輸入価格は世界的な鉄鉱石価格の下

落の影響を受け、前年比55％の127$/tとなった。銑鉄、フェロアロイ、普通鋼鋼材、特殊鋼鋼材の輸入価格も

それぞれ前年比 125％の 608$/t、前年比 93％の 1,623$/t、前年比 81％の 685$/t、前年比 81％の 1,597$/t

となっている。 

輸出においても基本的に価格が下落している。輸出量の最も多い普通鋼の輸出平均価格は前年比 87％の

776$/t であった。そのほか、特殊鋼は前年比 89％の 1,534$/t、半製品は前年比 87％の 480$/t などとなり、

海外への主要輸出品目の価格がいずれも低下している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 2-9 鉄の平均輸出入価格 

単位：$/ｔ

2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 13/12比

輸入 47 67 85 101 148 131 182 264 232 127 55%
輸出 - - - - - - - - - - -
輸入 291 313 341 379 584 377 465 555 488 608 125%
輸出 375 274 263 325 567 291 488 562 428 393 92%
輸入 1,041 1,293 1,174 1,432 2,425 1,836 1,812 1,990 1,748 1,623 93%
輸出 2,331 2,503 3,735 5,896 4,474 2,558 3,749 4,331 3,178 2,542 80%

輸入 510 640 555 590 863 762 806 951 845 685 81%
輸出 570 759 727 778 1,010 838 846 972 891 776 87%
輸入 2,258 2,466 2,917 3,976 3,780 2,934 2,645 2,740 1,970 1,597 81%
輸出 1,169 1,580 1,669 1,812 2,026 1,704 1,514 1,804 1,722 1,534 89%
輸入 484 529 623 440 785 897 694 820 665 1,283 193%

輸出 316 387 362 440 662 403 528 640 552 480 87%

出典：財務省貿易統計
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図 2-15 鉄の平均輸入価格 
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図 2-16 鉄の平均輸出価格 
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3.生産者及び生産品目 

鉄の主要生産者及び生産品目を表 3 に示す。鉄関連の生産者は高炉メーカーと電炉メーカーの大きく 2 つ

に分けられる。高炉メーカーは鉄鉱石から鋼材までを一貫して製造する銑鋼一貫製鉄所であり、国内で転炉

鋼を生産する高炉メーカーには新日鐵住金、JFE スチール、神戸製鋼所、日新製鋼の 4 社となる。 

一方、電炉メーカーは鉄スクラップを原料にしており、国内における電炉メーカーの数は 40 社程。事業所

（製鉄所ベース）の数としては約 60 ヶ所あると推計されている。代表的な電炉メーカーには東京製鐵、JFE 条

鋼、共英製鋼、大同特殊鋼などがある。この他、高炉、電気炉を持たず、圧延設備で半製品から鋼材を造る単

純圧延工場がある。 

表 3 主要生産者及び生産品目 

普通鋼 特殊鋼

JFEスチール ○ - ○
2011年に、西日本製鉄所の福山地区（広島県福山市）に4基あった高
炉の1基を休止

神戸製鋼所 ○ - ○

2017年度をめどに、神戸市の高炉を休止し、高炉が2基動いている加
古川製鉄所（兵庫県加古川市）に粗鋼生産を集約
神戸で1基、加古川に2基ある高炉の年間生産能力は計700万トンで、
神戸の140万トン程度が余剰。

新日鐵住金 ○ - ○
2013年3月、君津製鉄所（千葉県君津市）にある3基の高炉の1基を15
年度末までに休止すると発表。
粗鋼生産能力の削減幅７％

日新製鋼 ○ - ○

東京製鐵 - ○ - 大手電気炉メーカー

JFE条鋼 - ○ ○ JFEグループ系・JFEスチール子会社

共英製鋼 - ○ - 新日鐵住金グループ系のメーカー

合同製鐵 - ○ ○ 新日鐵住金グループ系のメーカー

大阪製鐵 - ○ - 新日鐵住金グループ系のメーカー

トピー工業 - ○ - 新日鐵住金グループ系のメーカー

中山製鋼所 - ○ -

ヤマトスチール - ○ - 大和工業の事業子会社

中部鋼鈑 - ○ -

朝日工業 - ○ -

千代田鋼鉄工業 - ○ -

大同特殊鋼 - - ○

愛知製鋼 - - ○
山陽特殊製鋼 - - ○
日立金属 - - ○
不二越 - - ○
三菱製鋼 - - ○
日本高周波鋼業 - - ○
日本製鋼所 - - ○
出典：矢野経済研究所作成

企業名 高炉(転炉)
電気炉

備考

 

 

4.リサイクル 

鉄鋼生産における鉄のリサイクル率（リサイクル鉄の使用量原単位）を表 4-1 に示す。本稿におけるリサイ

クル率とは下記に示すように、原材料に対するリサイクル原料使用量の割合を示している。ただ、実際のリサ

イクル率は同表以上のものとなる。 

たとえば、缶コーヒーなどに使用されるスチール缶のリサイクル率（表4-2、図4）は 2008 年の 88.5％からさ

らに上昇し、2013 年には 92.9％となっている。 

スチール缶は全国の市町村の資源化施設等へ運ばれたあと、磁選機で選別され運びやすいようにプレス

処理される。プレス処理されたスチール缶は有用な鉄スクラップとして業者を経由し、製鉄所で原料として使

用される。電炉では鉄スクラップを主原料として、鉄筋棒鋼等建築材料が生産されており、スチール缶のあき

缶も鉄スクラップの一部として使用されている。 

スチール缶のリサイクル率は2011 年に90.4％と初めて90％を超え過去最高となったが、2012 年及び2013

年はさらに前年を上回る実績を達成した。この結果、経済産業省の産業構造審議会ガイドラインである「85％

以上のリサイクル率」という目標を13年連続で上回ったことになる。これを受け、2014年度にガイドライン目標

を 「85％以上維持」から「90％以上維持」に上方修正している。 

2013 年度の容器の品目別リサイクル率（回収率、収集率等を含む）を見ると、スチール缶は段ボール（リサ

 

 

 

イクル率 99.4％）に次いで高い水準を誇る。地域住民の強力による分別排出の徹底や、自治体及び事業系の

分別収集システムの管理、資源化センターやスクラップ加工業者の選別･加工精度の向上などが高いリサイ

クル率の背景にある。飲料用スチール缶スクラップの材質は事業系スチール缶スクラップに比べ品質が高く、

資源の少ない日本において「自給できる貴重な原料」として高い需要を維持している。 

スチール缶のみならず、自動車や家電、建築などあらゆる分野において鉄のリサイクルは徹底されている。

鉄スクラップは普通鋼及び特殊鋼のほか、鋳鍛鋼・鋳物などからもリサイクルされている。これら鉄スクラップ

には、鉄鋼メーカーの工場内で発生する自家発生スクラップと、市中から購入する市中スクラップがあり、さら

に市中スクラップは、鋼材の加工時に発生する加工スクラップと建物や機械、電気製品等の最終的な解体及

び廃棄時に発生する老廃スクラップに分けられる。なお、製品として海外に輸出されたものは国内市中には

戻らないため、スクラップ国内市中供給量には含まれないが、輸入された自動車や電気製品などの廃棄時に

発生する市中スクラップは含まれる。 

鉄スクラップは電炉鋼生産においては原料の 97～99％程度を占める主原料であり、スクラップの主要消費

者は電炉メーカーである。一方で高炉メーカーでも転炉向けでの原料の一部としてスクラップを使用してい

る。 

リサイクル率 ＝（鉄スクラップ国内市中供給量）/（製鋼用鉄消費量） 

製鋼用鉄消費量 ＝（製鋼用銑鉄消費量）＋（製鋼用鉄スクラップ消費量） 

※鉄スクラップの国内市中供給量の出典は日本鉄源協会による統計である。 

 

表 4-1 鉄のリサイクル率 

単位：千Mt
2009 2010 2011 2012 2013

製鋼用銑 63,420 78,575 76,864 77,899 80,112
鋳物用銑 4 7 3 2 2
製鋼用銑くず 778 863 769 762 863
製鋼用鋼くず（溶解用) 29,028 37,546 36,477 34,795 35,789

93,230 116,991 114,113 113,458 116,766

リサイクル量 23,238 31,061 30,642 28,429 29,493
リサイクル率 ②／① 25% 27% 27% 25% 25%
出典：経済産業省「鉄鋼・非鉄金属・金属製品統計」、日本鉄源協会「銑鉄及び鉄スクラップ需給実績(暦年)」

鉄スクラップ(鉄くず）国内市中供給量②

製鋼用鉄
消費量

銑鉄

合計①

鉄スクラップ

 

 

表 4-2 スチール缶のリサイクル率 

単位：千ｔ

2008年 2009年 2010年 2011年 2012年 2013年
消費重量 772 699 685 682 664 611

再資源化重量 683 623 612 617 603 567
リサイクル率 88.5% 89.1% 89.4% 90.4% 90.8% 92.9%

出典：スチール缶リサイクル協会
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図 4 スチール缶のリサイクル率 
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以上のリサイクル率」という目標を13年連続で上回ったことになる。これを受け、2014年度にガイドライン目標

を 「85％以上維持」から「90％以上維持」に上方修正している。 

2013 年度の容器の品目別リサイクル率（回収率、収集率等を含む）を見ると、スチール缶は段ボール（リサ

 

 

 

イクル率 99.4％）に次いで高い水準を誇る。地域住民の強力による分別排出の徹底や、自治体及び事業系の

分別収集システムの管理、資源化センターやスクラップ加工業者の選別･加工精度の向上などが高いリサイ

クル率の背景にある。飲料用スチール缶スクラップの材質は事業系スチール缶スクラップに比べ品質が高く、

資源の少ない日本において「自給できる貴重な原料」として高い需要を維持している。 

スチール缶のみならず、自動車や家電、建築などあらゆる分野において鉄のリサイクルは徹底されている。

鉄スクラップは普通鋼及び特殊鋼のほか、鋳鍛鋼・鋳物などからもリサイクルされている。これら鉄スクラップ

には、鉄鋼メーカーの工場内で発生する自家発生スクラップと、市中から購入する市中スクラップがあり、さら

に市中スクラップは、鋼材の加工時に発生する加工スクラップと建物や機械、電気製品等の最終的な解体及

び廃棄時に発生する老廃スクラップに分けられる。なお、製品として海外に輸出されたものは国内市中には

戻らないため、スクラップ国内市中供給量には含まれないが、輸入された自動車や電気製品などの廃棄時に

発生する市中スクラップは含まれる。 

鉄スクラップは電炉鋼生産においては原料の 97～99％程度を占める主原料であり、スクラップの主要消費

者は電炉メーカーである。一方で高炉メーカーでも転炉向けでの原料の一部としてスクラップを使用してい

る。 

リサイクル率 ＝（鉄スクラップ国内市中供給量）/（製鋼用鉄消費量） 

製鋼用鉄消費量 ＝（製鋼用銑鉄消費量）＋（製鋼用鉄スクラップ消費量） 

※鉄スクラップの国内市中供給量の出典は日本鉄源協会による統計である。 

 

表 4-1 鉄のリサイクル率 

単位：千Mt
2009 2010 2011 2012 2013

製鋼用銑 63,420 78,575 76,864 77,899 80,112
鋳物用銑 4 7 3 2 2
製鋼用銑くず 778 863 769 762 863
製鋼用鋼くず（溶解用) 29,028 37,546 36,477 34,795 35,789

93,230 116,991 114,113 113,458 116,766

リサイクル量 23,238 31,061 30,642 28,429 29,493
リサイクル率 ②／① 25% 27% 27% 25% 25%
出典：経済産業省「鉄鋼・非鉄金属・金属製品統計」、日本鉄源協会「銑鉄及び鉄スクラップ需給実績(暦年)」

鉄スクラップ(鉄くず）国内市中供給量②

製鋼用鉄
消費量

銑鉄

合計①

鉄スクラップ

 

 

表 4-2 スチール缶のリサイクル率 

単位：千ｔ

2008年 2009年 2010年 2011年 2012年 2013年
消費重量 772 699 685 682 664 611

再資源化重量 683 623 612 617 603 567
リサイクル率 88.5% 89.1% 89.4% 90.4% 90.8% 92.9%

出典：スチール缶リサイクル協会

772
699 685 682 664 611

683 623 612 617 603 567

88.5%
89.1% 89.4%

90.4% 90.8%

92.9%

80.0%

85.0%

90.0%

95.0%

0

200

400

600

800

1,000

2008年 2009年 2010年 2011年 2012年 2013年

（％）(千t）

消費重量 再資源化重量 リサイクル率

※リサイクル率＝再資源化重量÷消費量  

図 4 スチール缶のリサイクル率 
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1.需給動向 

 

1-1.世界の需給動向 

アルミニウムは自動車、鉄道車両、航空機、船舶、コンテナなどの輸送機器や建築物などの構造材料として

使用される他、冷暖房装置やエンジン部品、各種の熱交換機、ソーラーコレクターなどの高密度化した電子機

器の放熱フィン、ヒートシンクとしても使われている。また、無害・無臭で衛生的な金属であることから、飲料缶

や食品及び医薬品の包装、医療機器及び家庭用器物などにも用いられている。 

アルミニウムの需要は金属用と化成品用に大別される。アルミニウムの最大の特性は軽量であること。ア

ルミニウムの比重は 2.7 と鉄（7.8）や銅（8.9）に比べ 3 分の 1 だが、単位重量当たりの強度が強く、耐食性にも

優れる。 

アルミニウム地金は融点が低く、加工性に優れた金属で、薄肉の鋳物や複雑な形状の鋳物生産に適してお

り、ピストン、エンジンブロック、ホイールなどの自動車部品や各種産業機器などにも幅広く使用される。また、

電気伝導体としても極めて経済的な金属である為、高電圧の送電線や導体（板、管）などにも広く使用されて

いる。また、熱伝導率は鉄の約 3 倍である。 

アルミニウムはボーキサイトを苛性ソーダ（水酸化ナトリウム（NaOH）水溶液）に溶かし、ろ過・冷却して水

酸化アルミニウムを取り出す。この水酸化アルミニウム AL（OH）3 を焼成すると、アルミと酸素が強く結びつい

た融点のたいへん高いアルミナ（AL2O3）ができる。このアルミナを電気分解し、アルミニウムの新地金（イン

ゴット）を作る。アルミナは硬く、融点が 2,050℃と高いうえに電気絶縁抵抗が大きく、化学的に安定しているこ

とから、研磨材や耐火物、絶縁碍子などに古くから使用されている。近年ではファインセラミックス用原料とし

ても多く用いられている。ファインセラミック用の高純度に精製されたアルミナは、電子工業用絶縁基板やパッ

ケージ、スパークプラグから切削工具、糸道、ポンプ・バルブ部品等の様々な産業機械など、その需要分野は

多岐に渡っている。また、アルミナの中間材料である水酸化アルミニウムは、人造大理石、特殊紙充填剤、凝

集剤やゴム・プラスチックの添加剤等として使用されている。 

アルミナを再度アーク炉で融かして冷やした多結晶の人造コランダムは、粉砕、精製、整粒して研磨材や耐

火物原料として使用されている。一方、フラックス法や火炎溶融法、引き上げ法などで製造された単結晶人造

コランダムの人造ルビーはアナログ式のクォーツ時計の軸受け（サファイアは鉄分を含むので不向き）、人造

サファイアは、白色 LED 基板や精密機械の軸受けに使用されている。 

ボーキサイトから水酸化アルミニウム→アルミナ→アルミニウム新地金のプロセスでは、大量の電力が必

要であり、電気料金の高い日本での新地金生産は高コストとなる。日本はもともと世界有数のアルミニウム製

錬大国であったが、1970 年代に発生したオイルショックによるエネルギーコストの急上昇により国内製錬事業

は急激に衰退。1980 年代半ばにはほとんどのアルミニウムメーカーが電気製錬事業から撤退、日本軽金属

のみが電子材料などに使用される純度 99.95％以上の高純度地金の電解製錬を続けていた。その日本軽金

属も 2014 年3 月末をもって新地金生産を終了しており、これ以降、日本国内での新地金生産は無くなった。新

地金は海外から輸入される。 

 

（1）ボーキサイトの生産量 

世界のボーキサイト生産量を表 1-1、図 1-1 に示す。2013 年のボーキサイト生産量は前年比 112％の

286,751 千 t であった。2013 年における世界のボーキサイト主要生産国は、豪州、インドネシア、中国、ブラジ

ル、ギニア、インドなどであり、この 6 ヶ国で全体の 88％を占める。2010 年以降は概ね拡大傾向で推移してい

る。海外、特に新興国では自動車、建築、輸送機器などの産業の発達が著しくなったのが比較的最近であり、

国内に十分な量のアルミスクラップが発生していない為、新地金の生産が主流である。新興国でも本格的な

経済発展から 20～30 年程度経つと、新地金で生産された自動車や建材などがスクラップとなり、一定規模以

上の量となると考えられ、二次地金の生産が本格化すると予測される。 

ボーキサイトは赤道直下の広い地域で産出されており、一国に資源が集中しているということは無い。また、

新規の鉱山開発プロジェクトなどもあり、当面は資源枯渇の懸念は無いものと考えられる。日本のボーキサイ

ト権益としては、豪州・Boddington 鉱山が代表的である。 
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